
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

14 

 

１．計画の名称 

この計画の名称は、「志木市将来ビジョン後期実現計画」（以下「後期実現計画」という。）

とします。 

 

２．後期実現計画の趣旨 
この後期実現計画は、将来ビジョン（第五次志木市総合振興計画）に位置付けられた将

来構想の実効性を確保するため、行政の主要施策を分野別に取りまとめ、その方向性と体

系的な枠組みを明らかにして、将来構想に掲げる目標を達成するために必要な基本姿勢と

施策を示すものです。 

策定にあたっては、将来ビジョン（第五次志木市総合振興計画）前期実現計画の成果・

到達点・課題などを踏まえ、長期的な展望に配慮し、将来構想に定めたまちの将来像の実

現に向け、総合性を確保した計画として策定するものです。 

 

３．後期実現計画の計画期間 

後期実現計画の計画期間は、令和３年度から令和7年度までの５年間とします。 
 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

 

  

  

 

 

 

※将来ビジョンは将来構想、実現計画、実行計画の３層構造で構成されています。 

将来構想・・・まちづくりの基本的な考え方やまちの将来像を実現するための柱を掲げ、 

戦略プロジェクトと施策を体系的に示すもの（10か年計画） 

実現計画・・・将来構想を実現するための基本的施策に基づき、戦略プロジェクトの施 

策や分野ごとの施策を体系的に示すもの（前期・後期の5か年計画） 

実行計画・・・実現計画に掲げた施策を実行するため、予算と連動した具体的施策や事 

務事業を示すもの（毎年ローリングの3か年計画）  

将来構想 

 
後期実現計画 前期実現計画 

 

実行計画 

実行計画 
 

実行計画 

実行計画 
 

実行計画 

実行計画 



 

15 

 

  



 

16 

 

４．後期実現計画の見方 
後期実現計画は、基本的施策ごとに整理しており、下図に示す構成でまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本的施策の内容をイ

メージする写真を掲載

しています。 

志木市将来構想の施策

の大綱に位置づけた基

本的施策名 

基本的施策を推

進することによ

り目指す今後 5

年間の方向性を

掲載しています。 

基本的施策にか

かる現状を簡潔

に掲載していま

す。 

現状を踏まえ、解

決すべき課題を

掲載しています。 
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＜続く＞ 

戦略プロジェクトにかかる 

施策が、どのプロジェクト 

に該当するかをロゴで示し 

ています。 

……市民の健康づくりプロジェクト 

……子育て世代定住プロジェクト 

……暮らしやすさ向上プロジェクト 

……魅力発信プロジェクト 

基本的施策を構

成する具体的な

施策を明らかに

しています。 

具体的施策ごと

に、その取組内

容の概要と具体

的に実施する主

な事業を掲載し

ています。 

SDGsの17の目

標のうち、具体的

施策と関係性が強

い目標をロゴで示

しています。 

地域包括ケアの推

進につながる主な

具体的施策を、ロ

ゴで示していま

す。 
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＜続き＞ 

基本的施策を推

進することによ

って目指す目標

を具体的な数値

で示しています。 

目標値の達成状

況をみることで、

施策の成果を評

価することがで

きます。 

＜続く＞ 
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＜続き＞ 

後期実現計画を

推進するために、

より具体的な分

野別計画が策定

されています。そ

の主なものを掲

載しています。 
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■持続可能な開発目標（SDGs）について                                   

（１）持続可能な開発目標（SDGs※）とは？                      

・持続可能な開発目標（SDGs）とは、平成27（2015）年9月の国連サミットで採

択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された平成28

（2016）年から令和12（2030）年までの国際目標です。 

・持続可能でよりよい世界を目指すための17のゴール・169のターゲットから構成

され、地球上の誰一人取り残さないことを誓っています。 

 

※「SDGs（エスディージーズ）」とは、「Sustainable Development Goals」の略称です。 

 

（２）SDGsと自治体の関係                              

SDGsは、すべての自治体が取り組むべき目標であり、国においても、地方自治

体におけるSDGsの一層の推進が期待されていることから、後期実現計画において

は、すべての施策にSDGsの考え方を反映することとしました。 

後期実現計画を推進することは、SDGsの達成に向けた取組につながるものであ

ることから、各具体的施策とSDGsの関連性をロゴにより示しています。 

 

※ SDGsの17の目標については、参考資料13４頁参照 
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■地域包括ケアから地域共生社会への深化 

（１）地域包括ケアのまちづくりとは？                        

地域包括ケアとは、今後、団塊の世代が 75 歳以上となることや、認知症高齢者の増加

が見込まれている中で、高齢になっても住み慣れた地域で、安心して暮らすことができる

まちづくりを目指すものです。 

地域社会を構成する住民それぞれの自立を基本とし、重度の要介護状態となっても、住

み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・

介護予防・生活支援・住まいの支援が一体的に受けられる仕組みを構築していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域共生社会への深化とは？                              

地域共生社会とは、高齢社会の進展に伴い、持続可能なまちづくりを進める地域包括ケ

アの考え方に対して、子どもから高齢者まで年代を問わず、また、障がいの有無や、性別、

国籍など、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係性を超えて、人

や地域の資源が「丸ごと」つながることで、共に生きる社会を創っていくものです。 

 



 

 

 

 


